
Ａ-１８

Ａ-１９

SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
製図

承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社

A B E M区分

NO.

JOB NO.

一級建築士　日髙　雅人

A1：１／１
０１

表紙・図面リスト

図面番号 図面番号 図面名称

建 築

図面名称

解体工事特記仕様書

表紙・図面リストＡ-０１

Ａ-０２

Ａ-０３

Ａ-０４

Ａ-０５

Ａ-０６

Ａ-０７

Ａ-０８

Ａ-０９

Ａ-１０

Ａ-１１

Ａ-１２

Ａ-１３

Ａ-１４

Ａ-１５

Ａ-１６

Ａ-１７

図面番号 図面名称

Ｅ-０１

Ｅ-０２

Ｅ-０３

図面番号 図面名称

Ｍ-０１

B＆G海洋センタープール解体工事

B＆G海洋センタープール解体工事

断面図

断面詳細図（１）

断面詳細図（２）

建具キープラン

建具リスト

展開図（１）

展開図（２）

Ｓ-０１

Ｓ-０２

Ｓ-０３

Ｓ-０４

Ｓ-０５

Ｓ-０６

Ｓ-０７

Ｓ-０８

Ｓ-０９

基礎伏図（プール棟）

基礎詳細図（プール棟）

小屋伏図（プール棟）

軸組図（プール棟）

アンカー伏図（プール棟）

軸組図（更衣室棟）

鉄骨詳細図（更衣室棟）

基礎・地中梁リスト（更衣室棟）

杭・基礎・梁伏図（更衣室棟）

鉄骨部材リスト・スラブリスト（更衣室棟）Ｓ-１０

工事概要・案内図・配置図・内外部仕上表

平面図

立面図

屋根伏図

（プール）屋外配置図

（プール）幹線・動力設備平面図

（プール）電灯・コンセント設備平面図

電気設備・機械設備

外構解体図

外構図

プール備品リスト

仮設計画図

アスベスト含有仕上材除去工事仕様書

アスベスト分析結果

（プール）機械設備平面図



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
製図

承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社

A B E M区分

NO.

JOB NO.

一級建築士　日髙　雅人
０２

解体工事特記仕様書

Ｃ　アスベスト含有成形板

の除去(レベル３)

1　養生等 ･アスベストの除去作業場外への飛散防止のため，養生シート等により区画し，当該関係者以外

は立入禁止とする。
(6.5.1)

・除去作業終了後，高性能真空掃除機で床等の清掃を行い，原則として，監督職員が除去の確認

７

・特殊な建設副産物は，「オゾン層保護法」の規定によるフロン，ハロン等の特定物質，地球温

暖化対策の推進に関する法律の規定による六ふっ化硫黄(SF6)ガス，化学物質の審査等に関

する法律に規定する第1種特定化学物質のPFOS(ペルフルオロ(オクタン－１－スルホン酸))，

特定化学物質障害予防規則の規定による特定化学物質である。

1　用語の定義

2　施工調査 ・施工調査結果は，監督員に提出する。

・特殊な建設副産物の使用状況調査(製造所名，製造年，型式，種類，数量等)及びそれに応じ

た収集運搬業者，処分業者，回収業者等調査する。

3　処理及び回収計画 ・施工調査に基づき，種類別に具体的な処理計画及び回収計画を定め，1.2.2.aの施工計画書に

記載する。

4　工事現場内の保管 ・PCB廃棄物を除き，現場内に保管しない。搬出するまでの間やむを得ず保管する場合は，雨水

がかからない場所とするなど「特別管理産業廃棄物保管基準」に従い保管する。

5　回収及び処分 ・関係法令等により運搬，回収，処分する。

(7.1.2)

(7.1.3)

(7.1.4)

(7.2.1)

(7.3.1)

特
 
殊
 
な
 
建
 
設
 
副
 
産
 
物
 
の
 
処
 
理

保管し，シートで覆うなど飛散防止措置を講じ，アスベスト等の保管場所の掲示をする。

飛散防止措置を講ずる。

・除去した石綿含有せっこうボードは，管理型最終処分場で埋立処分する。

また，中間処理の場合は溶融処理施設，無害化処理施設での処理とする。

・その他のアスベスト含有成形板の処分は，管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

を行う。
(6.5.4)

(6.5.2)2　工法 ･除去は湿潤化した後に，手ばらしで行う。やむを得ず破砕しなければならない場合は，湿潤剤

等の噴霧，散水等により十分に湿潤化して行う。

・集積及び積込みにあたっては，高所からの投下をしないことなど，粉じんの飛散防止に努める

・除去したアスベスト含有成形板の保管は，一定の保管場所を定め，他の建設副産物等と分別

(本県取扱い) ・外壁，内壁等に使用されているアスベスト含有の塗装材，下地調整材等の除去を湿潤化した

上で手ばらしができない場合は，監督職員と協議する。

(本県取扱い)

は適用しない。

て除去する。ただし，受注者の施工調査の結果，アスベスト含有成形板ではないものはこの項

6　特定物質 ・フロン(冷媒）は関係法令等により，登録を受けた回収業者に委託する。建材用断熱材フロンは

焼却による破壊処理が可能な処理施設で処理する。

・ハロン消火剤は，関係法令等によりハロン消火設備業者に回収を委託する。

・製造業者に引き渡す。7　イオン化感知器

8　六ふっ化硫黄 ・製造業者に回収を委託する。

(SF6)ガス

9　PFOS(ペルフルオロ(オ

ークタン－１－スルホン酸))

・廃棄物処理法により，処理業者に処理を委託する。

(7.3.2)

(7.3.3)

(7.3.4)

10　特定化学物質 ・関係法令等により，回収又は処分する。

(7.3.5)

副産物

11　その他の特殊な建設 ・関係法令等により，回収又は処分する。

(7.3.6)

(7.3.7)

※付着紙の除去の有無は問わない

管　理　型　処　分　場

再　生　利　用

安　定　型　処　分　場内外装材

安　定　型　処　分　場

管　理　型　処　分　場焼　　　　　　　　却

内外装材 破　　　　　　　　砕 堆肥チップ・木炭として再利用内部造作等解体

スクラップ有価処分

ひ素含有石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ｶﾄﾞﾐｳﾑ含有石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

・袋詰（二重梱包） 安　定　型　処　分　場

・コンクリート固形化

・袋詰（二重梱包）飛散性アスベスト

※作業場の隔離及び負圧

※湿潤化困難の場合は

再　生　利　用

ガ　　ラ　　ス

再　生　利　用水　銀　回　収

倉　庫　で　保　管ＰＣＢ使用電気機器

管　理　型　処　分　場焼　　　　却

破　　　　　　　　砕 堆肥チップ・木炭として再利用

木　　材

金　　　　　属空　調　機　器

放射性物質回収煙　感　知　器

再生加熱アスファルト

再　生　骨　材

再　生　骨　材

切　　　　　　　　断

破　　　　　　　　砕

破　　　　　　　　砕

切　　　　　　　　断

破　　　　　　　　砕

金　　　　　属

ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

コンクリート塊

鉄　　　　　筋

コンクリート塊

鉄　筋・鉄　骨 切　　　　　　　　断

再　生　骨　材破　　　　　　　　砕コンクリート塊

破壊処理又は再生利用

木材として再利用検討

スクラップ有価処分

スクラップ有価処分

スクラップ有価処分

スクラップ有価処分

回収のため製造所等へ返却

躯　体　解　体

外部舗装解体

基　礎　解　体

管理型処分場で埋立
又は製造業者に回収委託

１．

８

監督職員と協議

③

④

④

③

④

③

④

木　材

木くず

④

②

金　属

①

その他廃石膏ボード

アスベスト含有成形板①

CCA処理木材，アスベスト含有石膏ボード等

フロン，イオン化感知器等

②

③

ﾌﾛﾝ,ﾊﾛﾝｶﾞｽ回収

良　材 ④

不良材

ＣＣＡ処理材

④

②

管理型又は遮断型処分場で埋立

小形二次電池(鉛電池等)

①産業廃棄物　　　　：廃棄物処理法の産業廃棄物

②特別管理産業廃棄物：廃棄物処理法の特別管理産業廃棄物

③金属等　　　　　　：鉄筋，鉄骨，アルミサッシ，その他金属等でスクラップとして有価で処分できるもの

④特定建設資材　　　：建設リサイクル法で定められたコンクリート，コンクリート及び鉄から成る建設資材，木材，アス
ファルトコンクリート
小形二次電池(鉛，ニッケルカドニウム電池)，蛍光灯，硬質塩ビ管，ガラス

⑥処理注意建設廃棄物：

⑦特殊な建設副産物　：

　　　　鉛等　　　　 ⑤

⑤

⑦

⑤

⑤

防漏液型保存箱

①ALCパネル,他内外装材

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ，ｶﾞﾗｽ

③

蛍 光 灯 管 球 ⑤

⑤小形二次電池等　　：

⑥

⑥

⑥

解　体　工　事　特　記　仕　様　書

適正処理推進要綱に従い，工事の施工の安全に留意して現場管理を行い，施工に伴う災害及

１

特　　記　　事　　項項　　目章

注）解体工事を行うに当たっては，構造物の状況や工事現場周辺の条件等を検討した上で騒音

　　規制法，振動規制法等の関係諸法令を遵守し，必要な措置を講じなければならない。

(1.1.12)

２　官公署その他への

(1.2.1)

(1.2.2)

(1.2.3)

(1.3.1)

９　建設副産物対策等の

※建設副産物対策責任者　※特別管理産業廃棄物管理責任者　※産業廃棄物処理責任者

(1.3.3)

(1.3.5) ・　施工時間は「解体共仕」による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.5)

・　工事車両駐車場，資機材の置場所は敷地内　・（　　　　　）

(1.3.11)

※適用する（工事請負金額が500万円以上）　　　・適用しない　　　　　　　　　　（1.1.4)

　　届出手続等(1.1.3)

(1.1.4)

　　　埋蔵物　　　　

・　「解体共仕」による 　　　              　　(1.1.12)

(1.3.6) (以下「災害対策要綱」という)に従うとともに，建築工事安全施工技術指針を参考に，工事の

安全に留意して現場管理を行い，施工に伴う災害及び事故の防止に努める。その他は

「解体共仕」による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.6)

14　施工中の環境保全等 ・　建築基準法，建設リサイクル法，環境基本法その他関係法令等に従うとともに，建設副産物

適正処理推進要綱に従い，工事の施工の安全に留意して現場管理を行い，施工に伴う災害及

び事故の防止に努める。その他は「解体共仕」による。　　　　　　　　　　（1.3.9）

(1.3.10)

15　発生材の処理 ・PCB含有物は発注者に引渡す　・建設リサイクル法等の法令及び４章「建設廃棄物の処理」，

建設副産物」に従い，適切に処理し監督職員に報告する。　　　　　　　　　　　(1.3.10)

１　適用基準等

工事の着手，施工，完成に当たり，関係官公署その他の関係機関への必要な届出内容を監督職員

に報告し，手続きを遅滞なく行う。

・適用する　　　　　※適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.3)

５章「特別管理産業廃棄物の処理」，６章「アスベスト含有建材の除去及び処理」，７章「特殊な

備　　考部　　数分　　類

実態調査用 ※デジタルカメラ ※  ２部

※  ３部

※  １部

※  １部

全景：キャビネサイズ

全景：キャビネサイズ

※デジタルカメラ

※デジタルカメラ

・カメラ

※デジタルカメラ

規　　格

・(　)部

・(　)部

・(　)部

部分：サービスサイズ

カラーサービスサイズ

部分：サービスサイズ

・カメラ

・カメラ

完　成　時

工　事　中

着　工　前

区　　分
19　工事写真等

・ワイヤーソー工法(固定式駆動装置) ・転倒工法(独立平面ラーメンの柱脚をVカット)

・その他（　　　　　　　　　　）　

・その他

・　アスファルト，コンクリート等は，分別解体する。

・ＰＣコンクリート杭等(・長さ(　　)ｍ　・径(　　)ｍ　・継手(・有　・無)　・(　)本)

・　給水，ガス，電力，通信，各種設備機器の停止を確認する。

よる除去及び回収を行う。

る。

・　建築設備，内装材，屋根葺材等は手作業とする。ただし，技術的に困難な場合は監督員と協

1　施工調査

2　事前措置

3　解体手順

4　解体方法

5　電気設備，機械設備

6　内装材

7　外装材

(3.1.3)

(3.2.1)

(3.3.1)

(3.3.2)

(3.4.1)

(3.5.1)

(3.6.1)

(3.7.1,3.7.2)
・　「解体共仕」により，分別解体する

・　「解体共仕」により，分別解体する

・ハンドブレーカー工法(・空気圧式　・油圧式)

・大型ブレーカー工法(・油圧式　・空気圧式)

(3.10.1.ｂ)

(3.10.1.a)

(3.9.1,3.9.2)

(3.1.3)

(3.2.1)

(3.3.1)

(3.3.2)

(3.4.1)

(3.5.1)

(3.6.1)

(3.7.1,3.7.2)

(3.8.1,3.8.2)

(3.9.1,3.9.2)

(3.10.1.a)

・　樹木等は　・伐採伐根　・移植　・剪定

・地下埋設物及び埋設配管は，分別解体する

14 解体後の整地(3.12.1)

・解体後の敷地は，地均し等を行う。

・解体後の埋戻し，盛土は，　・　行う　　・行わない

８　山留め

２

　設置範囲及び高さは図示（　　　　　　　）図による。

４　騒音・粉じん等対策

・設ける（・10㎡　・20㎡　・35㎡　・(　　 )㎡）　・既存建物の一部を使用　・設けない

構内既存施設　　　・利用できる（※有償　　　・無償）　※利用できない

構内既存施設　　　・利用できる（※有償　　　・無償）　※利用できない

備品については監督職員の指示による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2.3.1)

１　監督員事務所

６　足場その他

・防音パネル　・防音シート　・養生シート　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2.2.1)

７　現場表示板

２　工事用水

３　工事用電力

・工法等　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　(2.4.1)

・ 材質　※県産杉板　・（　　　　　　　　　　　）

※設置位置は，監督員との協議による。また，取付けは，強風に対し安全な工法とする。

　発注者，設計者，監理者，施工者，工期を明記する。　　　　　　　　　　　　　(2.3.1)

(本県取扱い)

(本県取扱い)

(2.2.1)

(2.2.2)

(2.2.2)

(2.3.1)

(2.3.1)

(2.4.1)

　の撮り方 建築編」による。

完成写真の撮影者　　　・監督職員の承諾する撮影業者　　※監督職員の承諾する撮影者

・工事中，取合い部その他工事範囲外の部分に汚損を生じた場合は原形に復旧する。20　既存建物との取合い

21　中間検査 この工事については，中間検査を　　・ 行う　　・ 行わない

行う場合は，出来高が５０％を超えた時点を検査の目安とし，工事受注者は検査の希望日を監督

職員と協議の上，発注者に申し出ること。

※撮影箇所及び方法については、「営繕工事写真撮影要領（平成24年度版）・同解説 工事写真

ただし，工事完了後に不可視部分となる地下埋設物（基礎，地中梁及び杭）については，全て

撮影すること。

１
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H29.1.1

・「解体共仕」による。 (4.1.2)

(4.1.4)

(4.2.1) (4.2.1)

(4.3.1)
・運搬及び処分の委託契約は，廃棄物処理法の規定により，委託先ごとに個別に書面で行う。

・処理の委託に当たっては，マニフェストを交付し，最終処分が終了したことを確認する。(ただ

し，電子マニフェストでの確認の場合は除く) (4.3.1)

(4.3.2)

建設廃棄物の種類　　処 理 方 法　　施　　設　　名　　称　　所　　在　　地　　距離(km)

※再資源化　　

※再資源化　　

※再資源化　　

 ・焼却 

※再資源化　　

・ｽｸﾗｯﾌﾟ　

※上記に示す受入施設は参考であり，実施にあたっては関係法令を遵守し，適切な処理を行う

ものとする。なお，処分場の決定にあたっては監督員と協議する。

※解体材の処理に当たっては「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」「建設副産物

適正処理要項」(平成14年版)を遵守して行わなければならない。

※安定型処分　　

(4.4.1)

了報告書又は監督員指定の再生資源利用促進計画書(実施書を監督員に提出する。

・　特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは，建設リサイクル法による再資源化等完

(4.4.3) (4.4.3)

遮断型処分場：(　　　　　　　　　　　　　　　)

管理型処分場：繊維くず，木くず等

設処分する。

安定型処分場：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類，ｶﾞﾗｽくず，陶磁器くず等

・その他石膏ボード(　※管理型最終処分場で埋立処分　　・再資源化施設で再資源化　)

(4.4.4)

・ヒ素・カドミウム含有石膏ボード(・有　他の石膏ボードと分別解体し，製造業者に回収委託

又は管理型最終処分場で埋立処分する。　・無)

建
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・アスベスト含有石膏ボード(・有　「解体共仕」のアスベスト含有成形板の除去による　・無　　)

・CCA処理木材(適切な燃焼・排ガス処理設備を有する中間処理施設(施設名：　　　　　　　　　)
(4.5.1)

・　再資源化しないものは，種類に応じて廃掃法に定める安定型，管理型，遮断型最終処分場で埋

・カッター工法(・自走台車　・ガイドレール式)

※設ける（仕様，位置，延長等は図示）　　　　・設けない　　　  　　　　  　　　　　(2.2.2)

※設ける（仕様，位置，延長等は図示）　　　　・設けない　　　  　　　　  　　　　　(2.2.2)

・除去作業終了後，高性能真空掃除機で床等の清掃を行い，原則として，監督員が除去の確認

　　材の除去(レベル１)

※　特別管理産業廃棄物

管理責任者

・特別管理産業廃棄物の処分等を行う場合は，廃掃法で定められた特別管理産業管理責任者

を選任し，資格を証明するする資料を監督職員に提出する。

・施工調査結果は，監督員に提出する。

じた収集運搬業者，処分業者，回収業者等調査する。

・特別管理産業廃棄物の使用状況調査(製造所名，製造年，型式，種類，数量等)及びそれに応

・施工調査に基づき，種類別に具体的な処理計画及び回収計画を定め，1.2.2.aの施工計画書に

記載する。

・PCB廃棄物を除き，現場内に保管しない。搬出するまでの間やむを得ず保管する場合は，雨水

がかからない場所とするなど「特別管理産業廃棄物保管基準」に従い保管する。

・特別管理産業廃棄物の運搬，処分の委託契約先は，廃棄物処理法の特別管理産業廃棄物

意事項を文書により通知しなければならない。

・「解体共仕」の６章アスベスト含有建材の除去及び処理による。

(1.3.2)

(5.1.3)

(5.2.1)

・「解体共仕」による。

・「解体共仕」による。

・「解体共仕」による。

(5.4.4)

・「解体共仕」による。

10　ダイオキシン類 ・「解体共仕」による。
(5.4.7)

含有保温材等，アスベスト含有成形板に適用する。

・分析はJIS A 1481による。

※測定する　　　　　・測定しない

・粉じん濃度の測定はJIS K 3850-1による。

・測定機関は県に登録されている作業環境測定機関とし，計数分析は第１種作業環境測定士が

行う。

・過去5年間に，自ら施工によるアスベスト含有吹付け材除去工事の実績がある者

・「解体共仕」による。

・「解体共仕」による。

・「解体共仕」による。

・「解体共仕」による。

・作業者はアスベスト含有吹付け材を除去する場合は，電動ファン付き呼吸用保護具又は同等

以上の性能を有する呼吸用保護具を使用する。

しにくく，付着したアスベストが容易に除去できるものとする。

11　官公署等への手続き ・建築物解体等作業届(労働基準監督署)，特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（知事

又は市長）の手続きを行う。

(本県取扱い)

(6.2.2)

(6.2.3)

(6.2.4)

(6.2.5)

(6.2.6)

(6.2.7)

(本県取扱い)

1　作業場の隔離等 ・外部への飛散防止，処理しない他の部位の汚染防止のため，隔離シートを用いて隔離する。

壁面は厚さ0.08mm以上，床面は厚さ0.15mm以上のものを二重に使用し，継ぎ目部分は所用の

重なりを設ける。

保つ。

・隔離した作業場内の出入りによる二次汚染を防止するため，前室，洗浄室及び更衣室の３室

で構成するセキュリティゾーンを設置する。

・更衣室には洗顔，うがいができる設備を設ける。洗浄室にはエアーシャワー設備を設ける。

努める。

2　工法 ・アスベスト含有吹付け材を粉じん飛散抑制剤により湿潤化した後に除去する。

落とす。

・十分に除去が行われたことを確認した後に，除去面に粉じん飛散防止処理剤を散布する。

・除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止は次のとおり

　　・隔離した作業場において，厚さ0.15mm以上のプラスチック袋等の中に入れ，袋の中の空気

をよく抜いて密封する。

　　・前室において，エアフィルタ(HEPAフィルタ)装着の高性能真空掃除機等によりプラスチック

袋等に付着している粉じんを除去する。

石綿」の表示を行う。

3　除去したアスベスト等

の保管，運搬，処分等

・除去したアスベスト等の保管は，一定の保管場所を定め「特別管理産業廃棄物保管基準」に

従うとともに，他の建設副産物等と分別保管する。

ト含有吹付け材等が飛散，流失おそれがないものとする。

・除去したアスベスト等の処分は，管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。中間処理

の場合は溶融処理施設，無害化処理施設での処理とする。

4　確認及び後片付け ・隔離シート全面に粉じん飛散抑制剤を散布する。

・隔離シートの撤去は，粉じん飛散剤吹付け後，沈降した時点又は集じん・排気装置で十分吸

引・ろ過した時点で行う。

・除去作業終了後，高性能真空掃除機で床等の清掃を行い，原則として，監督員が除去の確認

を行う。

・隔離シート，保護衣，フィルタ等の廃棄物は，飛散防止措置を講ずる。

・隔離シートを取り外して粉じん付着面を内側にして折りたたむ

・隔離シート，保護衣，フィルタ等の廃棄物の保管，運搬，処分は6.3.3による。

・設置した足場，仮設材は，解体前に付着したアスベスト粉じんを高性能真空掃除機で十分除

去し，解体，搬出する。

(6.3.1)

(6.3.2)

(6.3.3)

(6.3.4)

「アスベスト含有吹付け材の除去」による。

は立入禁止とする。

含有保温材等，養生シート，保護衣，フィルタ等は，飛散防止措置を講ずる。

・除去したアスベスト等の保管は，一定の保管場所を定め「特別管理産業廃棄物保管基準」に

従うとともに，他の建設副産物等と分別保管する。

ト含有吹付け材等が飛散，流失おそれがないものとする。

・除去したアスベスト等の処分は，管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。中間処理

の場合は溶融処理施設，無害化処理施設での処理とする。

を行う。

Ａ　アスベスト含有吹付け

なお，満足していることを証明する資料を監督職員に提出する。
・アスベスト含有吹付け材の除去については，以下を満足する専門工事業者に実施させる。 

・原則としてアスベスト含有吹付け材除去に必要な機材を保有し，適切に使用できる者  

・石綿作業主任者(平成18年3月31日以前の特定化学物質等作業主任者を含む)を有する者 

・特別管理産業廃棄物管理責任者を有する者 

督員に報告する。調査の結果が設計図書と異なる場合は監督職員と協議する。
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（運搬，処分）事業許可業者とし，委託先に特別管理産業廃棄物の種類，数量，性状，荷姿，留

・この章は，アスベストを重量で０．１％を超えて含有する，アスベスト含有吹付け材，アスベスト

・設計図書，目視等により，製品名，製造所名，製造年等を確認し，調査結果を取りまとめて監

・保護衣はアスベストの浸透がないものとし，使用ごとに廃棄する。作業衣は，アスベストが付着

・隔離した作業場内は，エアフィルタ(HEPAフィルタ)付きの集じん・排気装置を使用し，負圧に

・除去にあたっては，抑制剤の効果を確認し，ケレン棒等によりアスベスト含有吹付け材を掻き

・この他，石綿予防規則，大気汚染防止法等及びこれらに基づく基準等を精査し，適切な施工に

　　・前室又は洗浄室で，更に厚さ0.15mm以上のプラスチック袋等で二重に梱包して密封し，「廃

・除去したアスベスト等の運搬車，運搬容器は，運搬車両の荷台に覆いを掛けるなど，アスベス

・アスベスト含有保温材等を原形のまま，手ばらしで除去する場合に適用する。手ばらし以外は

･アスベストの除去作業場外への飛散防止のため，養生シート等により区画し，当該作業者以外

・粉じん飛散抑制剤により湿潤化した後に原形のまま，手ばらしで除去する。除去したアスベスト

・除去したアスベスト等の運搬車，運搬容器は，運搬車両の荷台に覆いを掛けるなど，アスベス

２）特記事項は・印のついたものを適用する。

２．工事仕様書のうち必要として特記する事項と，その他必要として特記する事項を特記事項とする。

３．特記事項の適用は次のとおりとする。
１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

　・印と※印のついた場合は，共に適用する。

３）形状寸法の単位は特記なき限りミリメ－トルとする。

４）特記事項に記載の（　　）内の表示番号は，「解体共通仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。

　・印のつかない場合は，※印のついたものを適用する。

４．前金払

限り，前払金の支払を請求することができる。

５．中間前金払か部分払かの選択

６．中間前金払

契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の１０分の２を越えない範囲内に限り，７の全ての要件を満たす場合に中間前

払金の支払を請求することができる。

７．中間前金払の要件

１）工期の２分の１を経過していること。

２）工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工事に係る作業が行われていること。
３）既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以上の額に相当するものであること。

８．部分払
前払金を支払ったものについては工期中２回まで，前払金の支払がされていないものは工期中３回までとする。

者）と協議を行うこと。

９．火災保険

なお，適用有の場合は，契約締結後速やかに火災保険に加入し，保険期間は工期後２１日とする。

火災保険の適用は（　・有　・無　）とする。

納品すること」をいう。ここでいう電子納品とは，「鹿児島県電子納品ガイドライン（案）(平成25年3月)：（以下「ガイド

ライン」という。）に定める基準に基づいて作成した電子データを指す。

した後，ウィルス対策を実施した上で提出すること。

３）電子成果品を提出する際は，鹿児島県の公開する電子納品チェックソフトによるチェックを行い，エラーが無いことを確認

２）ガイドラインに基づいて作成した電子成果品は電子媒体（CD-R）で正本１部，副本２部の計３部提出する。電子化しない成

果品については従来どおりの取扱いとする。電子納品レベル及び成果品の電子化の範囲については，事前協議を行い決定する

③　大規模な工事で一つの契約工期が多年に及ぶ場合。

②　工場製作を含む工事であって，工場から現地へ工事の現場が移行する時点。

①　受注者の責によらない理由により工事中止，または工事内容の大幅な変更が発生し，工期が延長された場合。

12．電子納品

１）本工事は，電子納品対象工事であり，電子納品とは「調査，設計，工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として

13．暴力団関係者による不当介入を受けた場合の措置

ものとする。

14．ダンプトラック等による過積載等の防止について

２）上記１)のいずれの場合であっても，受注者と発注者が協議し，工事の継続性，品質確保等に支障がないと認められる場合

1)工事用資機材等の積載超過のないようにすること。

2)過積載を行っている資材納入業者から，資材を購入しないこと。

5)「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下「法」という。）の目的に鑑み，法第

12条に規定する団体等の設立状況を踏まえ，同団体等への加入者の使用を促進すること。

6)下請契約の相手方又は資材納入業者を選定するに当たっては，交通安全に関する配慮に欠けるもの又は業務に関しダンプ
トラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除すること。

7)１)～６)のことについて，下請契約における受注者を指導すること。

電気設備解体工事及び機械設備解体工事を本工事に含む場合は，それぞれの標準仕様書及び法令等に従い，処分等を行う。

１．共通仕様

ア 伐採及び測量･調査等の工事現場で作業を行う業務　　　　イ 土砂やコンクリート殻等の運搬のみを行う業務　

15.　本工事の受注者は，建設工事の一部を下請けする場合は，施工体制台帳及び添付書類を作成し，工事現場に据え置くとともに，

その写しを監督職員に遅滞なく(遅くとも下請工事の着手前までに)提出すること。また，施工体制台帳の記載事項又は添付書類に

変更があったときは，その都度，当該変更があった年月日を付記して，変更に関する事項について，作成し提出すること

16. 本工事の受注者は，工事を施工するために，建設工事の一部または以下のアからエの業務を下請に付する場合は，施工体系図を

都度，変更に関する事項について，作成し提出すること。

遅滞なく(遅くとも下請工事または業務の着手前までに)提出すること。また，施工体系図の記載事項に変更があったときは，その

4)さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプカーが，工事現場に出入りすることがないようにすること。

3)資材等の過積載を防止するため，資材の購入等に当たっては，資材納入業者等の利益を不当に害することがないようにすること。

１）工事の一部を下請に付する場合は（　　　　　）管内に主たる営業所を有する者を使用するよう努めることとする。
２）前項の管内建設業者を活用しない場合は，施工計画書等の提出と併せて「不使用等状況報告書」を監督職員に提出すること。

作成し，工事の期間中，工事現場の工事関係者が見やすい場所及び公衆の見やすい場所に掲示するとともに，その写しを監督職員に
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５

６３）監督職員から指示された場合，「下請業者使用実績報告書」を監督職員に提出すること。

１）配置技術者等の途中交代が認められる場合としては，主任技術者又は監理技術者の死亡，疾病，退職等，真にやむを
11．配置技術者等の途中交代

得ない場合のほか，下記に該当する場合である。

のみ途中交代が可能となる。

ウ 工事現場の警備(交通誘導を含む)を行う業務　　　　　　 エ その他監督職員が記載を指示した業務等

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

４・建設工事公衆災害防止対策要綱（建設工事編）(官庁営繕部)

・建築工事安全施工技術指針(官庁営繕部)　

・建設副産物適正処理推進要綱（平成14年5月30日国交省通知122号等）

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・資源の有効な利用の促進に関する法律（リサイクル法）

・建設工事に係る資材の再資源化等に関る法律（建設リサイクル法）

・石綿障害予防規則等の一部を改正する省令（平成26年11月28日厚生労働省令第131号）

・大気汚染防止法の一部を改正する法律(平成26年6月21日法律第58号)

・「解体共仕」による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.2.1)　　　　　

３　工事実績情報の登録

４　文化財その他の

５　実施工程表

６　施工計画書

７　工事の記録

８　施工管理

10　電気保安技術者

11　工事用電力設備の

12　施工条件

13　施工中の安全確保

16　近隣との折衝

17　施工調査

18　施工

(1.3.2)責任者

(1.3.4)保安責任者

(1.3.9)

・「解体共仕」による及びCREDASによる再生資源利用計画書，利用促進計画書を提出する。(1.2.2)

・「解体共仕」による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.2.3)　　　　

・　「解体共仕」による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.3.1)

・　次の責任者を選任し，資格の証明資料を監督員に提出する。(兼務は可能)

・　法令等に基づき有資格者を定め，監督職員に報告する。　　　　　　　(1.3.4)

・　建築基準法，労働安全衛生法その他関係法令等及び建設工事公衆災害対策要綱(建築工事偏)

・　「解体共仕」による　　　　　(1.4.1,1.4.2)

・　「解体共仕」による　　(1.5.2,1.5.3,1.5.4,1.5.5)　　

・　「解体共仕」による　　　　(1.3.11)

５　仮囲い５　仮囲い

9　躯体(基礎，柱，壁，

梁，床)

(3.8.1,3.8.2)

8　屋根葺き材，屋根防水

12　樹木等

11　舗装等

埋設配管
13  地下埋設物及び

(3.11.1)

10　基礎等，杭

・　解体施工(分別解体等，構造的安全性等)に関わる施工調査　　※行う

・　解体共仕による。解体材の処分は○による。

・　浄化槽等の汚水及び汚物は，回収，洗浄，消毒等の措置を行い，周辺環境の汚染を防止す

・　「解体共仕」により，分別解体する

・　「解体共仕」により，分別解体する

・　「解体共仕」により，コンクリート，鉄材，木材，その他に分別解体する

・　特別管理産業廃棄物，アスベスト含有建材，特殊な建設副産物がある場合は，５，6，7章に

議の上，手作業と機械によることができる。

※圧砕工法(油圧式)

(4.1.2)1　用語の定義

2　建設廃棄物の処理計画
(4.1.4)

3　工事現場内の保管

4　運搬及び処分の委託

5　自己処理 (4.3.2)

(4.4.1)6　再資源化等

7　再資源化完了報告等

(4.4.4)8　最終処分

9　処理に注意を要する

(4.5.1)建設廃棄物

・施工調査に基づき，種類別に具体的な処理計画を定め，1.2.2.aの施工計画書に委託処理又は
自己処理を記載する。

・保管は周辺環境に影響を及ぼさないようにするとともに，廃棄物処理法の「産業廃棄物保管基

準」に従い保管する。

・運搬及び処分の委託先は，廃棄物処理法で定める事業許可(運搬，処分)のある事業者とする。

・受注者が自ら運搬する場合は，廃棄物処理法等に従い実施する。

・受注者等が，現場内にコンクリート塊の破砕等の処理のため，廃棄物処理施設を設置する場

合は，廃棄物処理法によるほか，必要に応じて知事許可等を得る。

・コンクリート　　　　 　　

・鉄筋コンクリート　 　

・木材　　　　　　　　  

・アスファルト　　　 　

・不燃材(外装材等)　　

・金属(鋼製建具等)　

1　施工調査 (5.1.2)

2　処理及び回収計画

3　工事現場内の保管

4　運搬，処分及び回収

(5.3.1)の委託

5　廃石綿等 (5.4.2)

6　PCBを含む機器類
(5.4.3)

7　PCB含有シーリング材

8　廃油 (5.4.5)

9　廃酸・廃アルカリ
(5.4.6)

(6.1.1)1　適用範囲

2　施工調査 (6.1.2)

3  アスベスト粉じん濃度

測定 (6.1.3)

4　専門工事業者

5　石綿作業主任者

6　除去作業者

7　施工区画

8　表示及び掲示

9　保護具等

10　保護衣，作業衣

Ｂ　アスベスト含有保温材

等の除去(レベル２)

1　適用範囲 (6.4.1)

(6.4.2)

3　工法 (6.4.3)

2　養生等

4　除去したアスベスト等

の保管，運搬，処分等

(6.4.4)

5　確認及び後片付け

(6.4.5)

3　除去したアスベスト含有

成形板の保管，運搬，

処分等

(6.5.3)

4　確認及び後片付け

建
　
築
　
物
　
解
　
体
　
材
　
処
　
分
　
の
　
フ
　
ロ
　ー

　
等

４．

３．

２．

ニッケルカドニウム等

⑦

※保管場所は監督員の指示による

・アスベスト含有の施工調査を行っていないものについては，アスベスト含有成形板とみなして

・除去したアスベスト含有成形板の運搬車，運搬容器は，運搬車両の荷台に覆いを掛けるなど，

・破砕されたアスベスト含有成形板は，湿潤化の上，丈夫なプラスチック袋などに入れ，飛散防

止措置を講ずる。

B＆G海洋センタープール解体工事

19
0.3
～
0.44

（株）サニウェイ 枕崎市岩戸町22 22㎞

枕崎市岩戸町22

枕崎市岩戸町22

（株）サニウェイ

（株）サニウェイ

（株）サニウェイ

（株）サニウェイ

（株）サニウェイ

枕崎市岩戸町22

枕崎市岩戸町22

枕崎市岩戸町22

22㎞

22㎞

22㎞

22㎞

22㎞

による。ただし，解体共仕に記載されていない事項は，年度版)(以下「解体共仕」という。)「公共建築工事標準仕様書（国土

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，「建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 令和5年版

令和7年版)」本特記仕様書に基づき施工するものとする。
交通省大臣官房官庁営繕部監修令和7年版）」及び「公共建築改修工事標準仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

契約金額１００万円以上の工事にあっては，契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の１０分の４を超えない範囲内に

契約金額１００万円以上の工事にあっては，契約に当たり中間前金払又は部分払を請求することができる。

南九州市
10．下請工事における管内（市内）建設業者の優先活用

市が発注する建設工事等（以下「市工事等」という。）において，暴力団関係者による不当要求又は工事妨害（以下「不当

介入」という。)を受けた場合は，断固としてこれを拒否するとともに，その旨を遅滞なく市(発注者)及び警察に通報すること。

市工事等において，暴力団関係者による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は，市（発注

・900×1800のサイズとし，上部中央には市シンボルマーク（150*150程度）を表示の上，工事名，



 1,092.53 ㎡（330.49坪）

 1,092.53 ㎡（330.49坪）

床面積

建築面積

都市計画区域内　指定なし

公薄　　　3634.85 ㎡　　　1099.54　 坪

・鉄骨造平屋建て

用途地域

敷地面積

最高の高さ　　　　5.479　ｍ

3.構造・規模

1.工事概要

SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

A1：1／200

A3：1／400

水訓碑

3,600 3,600

7,200

3
,
4
0
0

1,600

UP

SS

5
0
0

2
,
0
0
0

機械室

　道路

　道路

　歩道

　緑地帯

　市営駐車場

5
2
0

　道路境界線

　
敷

地
分

割
線

　出入口

市グランド

タイヨー

県道27号線

至霜出

グラハン

JA南さつま本所

N

ファミリーマート

至知覧まち

(有)知覧石油

さくら館

特攻平和公園

知覧市民会館 ミュージアム知覧

特攻平和公園

体育館

野球場

弓道場

駐車場

武道館

サッカー場

知覧保健センター

新町公民館

南九州市給食センター

N

　武道館

2.敷地状況

室 名 床 巾木 壁 天井 廻縁 ＣＨ 備考

外部仕上表

内部仕上表

玄 関

受付コーナー

事務室

機械室

男子更衣室

男子シャワーコーナー

男子便所

男子下足箱コーナー

女子更衣室

女子シャワーコーナー

男子便所

手洗いコーナー

女子便所
手洗いコーナー

洗眼コーナー

事務室

受付コーナー

　 ステン レス 製プ ール
　 ステ ンレス 製プ ール

薬 品倉 庫

屋 根

外 壁

軒 裏

巾 木

樋

消毒階段　床・腰

軒樋：カラー鉄板 ｱ0.8加工

縦樋：カラー鉄板 硬質塩ビパイプ100φ VP

更衣室棟：折板 S-60 ｱ0.8（着色亜鉛鉄板）　ポリエチレンフォーム ｱ5　裏打 笠木：アルミ既製品　幅150

プール棟：FRP小波スレートタイプ　　　一部補修ヶ所：ポリカーボネート小波板t=1.0

仕 上

プール棟：FRP小波スレートタイプ　　コーナー：ガルバリウム鋼板t=0.4

プール棟：FRP波板表し

更衣室棟：折板表し　SOP吹付

更衣室棟：外部ALC ｱ100 防水タイプ　弾性アクリルリシン吹付

更衣室棟：コンクリート打ち放し　H=300

プール棟：コンクリート打ち放し

渡り廊下：防水モルタル金鏝押え　　ノンスリップ磁器タイル　W60

一部防滑性シート貼

モルタル金鏝押え

モルタル金鏝押え

防塵シート塗装

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

モルタル金コテ

モルタル金コテ　ｱ30　VP

LGS部分：

ALC部分：

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

LGS部分：

ALC部分：

モルタル金コテ　ｱ30　VP

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP
LGS部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

2300

2500

2500

2750

2600

2600

2600

2300

2600

2600

トイレブース撤去

女子下足箱コーナー

渡り廊下・足洗い場

プールサイド

プール内

同上

ステンレス？

コンクリート平板ブロック
300×300×30

同上

同上

同上

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

FRP　小波タイプ張り
柱脚：ﾓﾙﾀﾙ立上り(R付)の上

ウレタン樹脂塗装

同上

FRP　小波タイプ

FRP　小波タイプ

塩ビ

女子便所

モルタル金鏝押え　ｱ30

モルタル金鏝押え　ｱ30 同上 CB部分：モルタル金コテ　VP 2600

2300

塩ビ同上
トイレブース撤去

木製下足箱撤去

木製下足箱撤去

コースロープ

工事概要・内外部仕上表・案内図・配置図

　
道
路

境
界

線

　緑地帯

　隣地境界線

配　置　図　　S＝1：200

主要用途

工事名称
B&G海洋センタープール解体工事

屋内プール

既存天井材(ケイカル板t=6)　目透しOP

LGS下地

03

洗眼コーナー

下足箱 下足箱

発電倉庫

ボイラー

キュｰビクル

渡り廊下

男子更衣室 女子更衣室
玄関

ｺｰﾅｰ

男子

ｺｰﾅｰ

女子

案　内　図

フェ ンス

工事場所
鹿児島県南九州市知覧町郡地内

工事場所 南九州市知覧町郡地内

Ｒ９年度解体

Ｒ９年度解体

Ｒ９年度解体

本工事解体範囲



300×300×30
コンクリート平板ブロック敷き

7,325

SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

A3：1／200

A1：1／100

平　面　図　　S＝1：100

男子更衣室 女子更衣室

受付コーナー

機械室

水訓碑

1,370

4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

2,000 500

4,500

男子

3,600 3,600

7,200

3
,
4
0
0

1,600

2
,
0
0
0

2
9
,
6
5
0

4,
2
0
0

1
8
,
2
5
0

3
,
4
0
0

2
,
7
00

4
,7
0
0

6
,1
0
0

A

B

Y0

Y1

5,300

1,700 3,700 1,700

7,800 7,100 6,600

21,500

1 X1 X2 X3

2
3
0

3,700 3,700

45,990

1
8
,
7
1
0

4
,
4
7
0

X0

12

下部ピット

女子便所
手洗ｺｰﾅｰ

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ドア無し

事務室

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

洗眼ｺｰﾅｰ

下足箱
女子

下足箱

既存土間コン

玄関

S.S S.S
フェンス

足洗い場 足洗い場

1
,
1
7
0

1
,
2
0
0

1
,
1
0
0

2
,
7
0
0

3
,
8
0
0

2
,
3
7
03
,
4
7
0

2
,
7
0
0

16,995

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

3
,
2
5
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

170

4,800 3,000 3,000 3,600

洗眼ｺｰﾅｰ

4,500

1
,
3
5
0 S.S

UP

男子便所
手洗ｺｰﾅｰ

０４
平面図

プール内アクリルウレタン塗装

　幼児プール

（ステンレス製６m×10ｍ）

　ステンレス製プール

　プールサイト　アクリルウレタン塗装（防滑タイプ）

1
3
,
0
00

25,000

21,000

6,000

1,800 3,500 3,600 1,800 4,8006,000

1
0
,
0
0
0

2
,
7
5
0

2
,
5
0
0

25,000

2
,
75

0
1
3
,0

0
0

4

フェンス

5
0
0

フェンス

1
,
7
0
0

5
0
0

2
,
0
0
0

500 2,0001,370

170

2
3
0

2,000 1,000 1,000 2,000900900

170

2
,
0
0
0

1
,
0
0
0

フェンス

フェンス

油
庫

歩車道境界ブロック

Ｌ形側溝(W450)
薬
品
倉
庫

1.360ｍ2

1.336ｍ2

15.483ｍ2

16.114ｍ2

5.167ｍ2

4.959ｍ2

24.887ｍ2



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

1

4
2

10 10

11

6 7

2 2 333 3

77

44

10

1

2

3

4

5

6

7

8

【耐風仕様】　　ステンレス座金、パッキン　ステンビス5×35

9

8

4

4

3

6

17 1 2

1 1 22

4

7777

4 4

33 3

81

4

4

3 13 10

17

9

西 立 面 図　　S＝1：100

プール棟外壁：ポリカーボーネート波板(鉄板小波形状)

渡り通路屋根：ポリカーボーネート(小波スレート形状）

10

11

1313 13

13

13 13

7

9

9 9

9

東 立 面 図　　S＝1：100

南 立 面 図　　S＝1：100

北 立 面 図　　S＝1：100

歩車道境界ブロック（プール棟廻り巾木）

10 事務所棟外壁：ALC板t100 下地調整塗材C-1複層塗材E

11

12

13

14

17

18

15

16

19

笠木：アルミ既製品　W=150

巾木：コンクリート打ち放し

事務所棟屋根：着色亜鉛鉄板折板t=0.8　

ケラバ：ガルバリウム鋼板ｔ=0.5㎜　曲げ加工　ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ留め　【耐風仕様】

棟：ガルバリウム鋼板ｔ=0.5㎜　曲げ加工　ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ留め【耐風仕様】　　

プール棟屋根：　ポリカーボネート波板（小波スレート形状）t=1.0mm

ポリカ座金、パッキン、ステンビス5×25

玄関袖壁：ALCt100　下地調整塗材C-1複層塗材E

仕 上 げ 凡 例

A3：1／200

A1：1／100

13

プール棟外壁コーナー：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.6㎜　曲げ加工　ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ留め　

5 5

換気扇フード(SUS)

3

5

6

6 13

０５
立面図



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150

46,090
220 220

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

既 存 屋 根 伏 図　　S＝1：200

1
8,

6
50

20
0

1
,4

25

A

A

D

H

C

C

B

C

F

Ｇ

F

F
Ｇ

Ｇ

6,
10

0
2,

00
0

I

C

C

CCC

2
,3

0
3

1
8,

2
50

4,
70

0
6,

10
0

A

B

Y0

Y1

200 3,700 200

9,300 4,100 8,100

7,325 21,500

1 X0 X1 X2 X3

J

屋根伏図A1：1／100

A3：1／200

０６

事務所棟屋根：折板 ｱ0.8 山高150（折板止めﾎﾞﾙﾄｷｬｯﾌﾟ取付）

ケラバ ：カラー鉄板　ｱ0.6　曲げ加工

玄関屋根：折板 ｱ0.8 山高88（折板止めﾎﾞﾙﾄｷｬｯﾌﾟ取付）

カラー鉄板　ｱ0.6　加工品

棟：ガルバリウム鋼板ｔ=0.4㎜　曲げ加工　ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ留め

A

C

B

Ｄ

E

F

G

H

I

ｱﾙﾐ笠木 巾150

渡り通路　ポリカネート波板（小波スレート形状）

ケラバ：ガルバリウム鋼板ｔ=0.4㎜　曲げ加工　ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ留め

屋　根　仕　上　凡　例

プール側　FRP小波（スレート小波タイプ）葺きｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ留め

　補修ポリカ小波（スレート小波タイプ）葺きｽﾃﾝﾚｽﾌｯｸ留め

J 軒樋：ガルバリウム鋼板ｔ=0.4㎜　曲げ加工



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

1
0
0

20
0

1,500 300

A

3
0

1
,
10
0
～

1
,
2
0
0

500

10

400

2,500

9,125 9,125

18,250

B

4,700 6,100

Y0 Y1

2,900 1,800 2,300 1,800 2,000 1,300

200

2,750

1
,
0
0
0

3
,
2
0
0

4
0
0

4
,
6
00

8
6
0

1
4
0

2
0
0

1,750

500 1,700

2
,
4
0
0

100450 600 550 300 1,800

1
0

800

1,500

1
,
8
0
0

250

750

750

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

ウレタン塗装

2,316

屋根材張替　ポリカーボネート波板（小波スレート形状）t=1.0mm

建物内ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ裏打
屋根：着色亜鉛折板ｱ0.8加工

笠木：ｱﾙﾐ既製品W=150

外壁：ALC ｱ100 弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付け

軽量ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ

2
0
0

2
0
0

50
300

5
0

180歩車道境界ブロック

ポリカ波板(鉄板小波形状)

PCフェンスH＝1800

10

3

200

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾗｰ平板
300×6枚

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾗｰ平板

歩車道+境界ﾌﾞﾛｯｸB

L字溝

玄関 ポーチ
消毒

軽量ｼｬｯﾀｰ

受付ｺｰﾅｰ

A1：1／50
A3：1／100 断面図

断面図　S＝1：50

プール棟 渡り廊下 更衣室棟

7
5
0

1,
5
1
0

2
4
0

０７

ポリカネート波板（鉄板小波タイプ）



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

A

3
0

1
,
1
0
0
～

1
,
20
0

500

10

400

2,500

9,125 9,125

18,250

B

4,700

2,900

200

2,750

500

2
0
0

1,750

500 1,700

2
,
4
0
0

100 450 600 550 300 1,800 400 10

450

800

2
,
3
0
0

2,316

750

1
2
0

50

300180

水切：

OP

歩車道+境界ﾌﾞﾛｯｸB

PCフェンスH＝1800

ポリカ波板(鉄板小波形状)

ポリカネート波板（鉄板小タイプ）

歩車道境界ブロック

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾗｰ平板

L字溝
R=100

化粧柱101.6φOP

L-75×75×9 OP

ｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞ

断面詳細図（１）
A1：1／30

A3：1／60

200

ｼｰﾘﾝｸﾞ

1
0

3

10

プール棟　断面詳細図　S＝1：30

屋根材　ポリカーボネート波板（小波スレート形状）t=1.0mm

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板ブロック敷き

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板ブロック敷き
300× 300

300× 300

ポリ カ平板

硬質 塩ビ 樋 100φ VP

軒樋 ： ｶﾗｰ鉄 板  ｱ0.8

150100

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

2
0
0

1
0
0

ステン レス プー ル

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板ブロック敷き

300×6枚

側板 PL　 2.5t

底板 PL 2.0t

270 403
0
0

6
0

100

排水溝 PL　2.5t

400角

▽Z0+1030

飛込台(SUS)12ヶ所

排水溝 PL　2.5t
側板 PL　2.5t

０８



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

R=100

1,500 300

200

2,750

500

1,750

100

450 750

180 800 300 50

1,500

1
,
8
00

2
00

20
0

300

750

120

5
0

2
,3

0
0

6
0
0

10
0

8
10

75
0

1
,5

1
0

2
4
0

50 50

5
0

5
0

2
,3

0
0

800

笠木：ｱﾙﾐ既製品W=150

外壁：ALCt100　複層塗材E

外壁：一部サイデイング

ｼｰﾘﾝｸﾞ（ｼﾘｺﾝ）

30

SUS304 ｱ1.5 HL

ポーチ

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼﾅ合板 ｱ6 EP塗り替え

軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ
ｱ50～200

折板現し

ポリカネート波板（鉄板小タイプ）

硬質塩ビ樋100φVP

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

250

屋根材張替　ポリカーボネート波板（小波スレート形状）t=1.0mm　オパール色

【耐風仕様】　　ステンレス座金、パッキン　ステンビス5×35

水切：ｶﾗｰ鉄板 ｱ0.8加工

漏止面戸

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

ｴﾌﾟﾛﾝ面戸

屋根：着色亜鉛折板ｱ0.8加工

ｼﾅ合板 ﾀｲﾌﾟ1 ｱ6 SOP塗り替え

ｼﾅ合板 ｱ6 OP

軒面戸

水切：ｶﾗｰ鉄板 ｱ0.8加工

ｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞ

150
砕石 ｱ200

1
2
0

10400

玄関

A1：1／30

A3：1／60

更衣室棟渡り廊下プール棟

Z1

Z0

Y1Y0B

9,125 2,900

4,700

1,800 2,300

6,100

1,800 2,000 1,300

3
,
2
0
0

4
,
6
0
0

4
0
0

750

断面詳細図（２）

8
6
0
/6

段

1
,
0
0
0

踏面、蹴上共ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

14
0

8
60

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押えEP

軽量シャッター

250

受付コーナー

化粧柱101.6φSOP

H=150
SOP塗装

軽量ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ　SOP塗装

更衣室棟　断面詳細図　S＝1：30

０９

SUSﾊﾟｲﾌﾟ

ｽﾁｰﾙ製手摺

軒樋 ： ｶﾗｰ鉄板  ｱ0.8

300× 300
ｺﾝｸﾘｰﾄ平板 ブロ ック敷 き

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板 ブロッ ク敷 き
300× 300
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SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

AW

AW

AW

AW

AW AW

AW

AW

AW

AW

AW

1

1

AW

AW

AW

AW

AW AW AW

1

AW AW AW AW

1 TB

2

女子更衣室

機械室

水訓碑

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

男子更衣室

倉庫AD

AW

1

1

1

1

1

1

1 1 1 1 1 1

1

1

1

1

1

1

111

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AD

4

SS
1

玄関

事務室

男子

下足箱
ｺｰﾅｰ

AW

AW

AW AW

AW AW AWAW AW AW

AW

AW

AW
男子便所
手洗ｺｰﾅｰ

手洗ｺｰﾅｰ

女子便所

女子
下足箱
ｺｰﾅｰ

受付コーナー

AD AD AD

A3：1／200

A1：1／100
建具キープラン

建具キープラン

TB

1

AW AW

AW

1

AW

1

AW

1

1

1 1 1

AD

2

AD

2 SD
1

AD
3

AD
AD

AW

AW
AD

SS
2 2

SS

AWAW

6 6

AD

4

5 5
5

2 2
2 2

3

4

5 5 5 5 5 5

6

6

8 8

１０



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

記号・ヶ所

姿　　　図

型　　　式

材　　　質

見　　　込

仕　　　上

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

姿　　　図

型　　　式

材　　　質

見　　　込

仕　　　上

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

姿　　　図

型　　　式

材　　　質

見　　　込

仕　　　上

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

姿　　　図

型　　　式

材　　　質

見　　　込

仕　　　上

ガ　ラ　ス

金　　　物

備　　　考

記号・ヶ所

記号・ヶ所

記号・ヶ所

引 違い 戸

ア ルミ 製

70

付 属金 物一式

引 手・ 戸車・ クレ セン ト・腰 アル ミパネ ル (ｱ)2

1
,
8
4
0

6
0

430 600 100 600 600 600 500

1
,
0
4
0

1
,
8
4
0

6
0

熱硬 化性 樹脂板

13

付 属金 物一式

240

片開き 扉

熱硬 化性 樹脂板

13

付 属金 物一式

片開 き扉

トイ レブー ス扉 ト イレ ブー ス扉

ア ルマ イト

AD
1

AD
2

AD
3

TB
１

TB
２１ヶ 所 ２ヶ 所

S=1/60建 具 表

A1：1／60

A3：1／120

ポ リカ

3ヶ所

1,650

1
,
9
0
0

渡り 廊下プ ール 出入り 口 2ヶ所

ア ルミ 製

70

付 属金 物一 式

引 手・ 戸車 ・クレ セン ト・腰 アル ミパ ネル (ｱ)2

ア ルマ イト

引 違い 戸

ポ リカ

1,800

2
,
0
2
0

1ヶ所事務 室（プ ール 側）

1,800

1
,
8
0
0

アルミ 製

70

付属金 物一 式

引手・ 戸車 ・ク レセン ト・ 腰アル ミパ ネル (ｱ)2

アルマ イト

引違い 戸

透明 ガラ ス

2
,
3
7
0

3,440

SS
1

SS
2

玄 関 1ヶ所

1,620

2
,
1
5
0

2ヶ所

手動シャッター

1,700

2
,
0
0
0

スチー ル

付 属金 物一式

両 開き鋼 製フ ラッ シュ戸

ド アチェ ック

SD
機械 室 1ヶ所

1

ア ルミ 製

70

付 属金 物一式

引 違い 窓

ク レセ ント

ア ルマ イト

ポ リカ

9
0
0

1,800

AW
１

プ ール 廻り 33ヶ所

800

2
,
0
0
0

片 開き フラッ シュ 戸

ドア チェ ック

ア ルミ製

70

ア ルマ イト

3ヶ所受 付コー ナー 、男女 更衣 室入 口
AD

3,480

ラ ンマ 付 4枚引 違い戸

アル ミ製

70

アル マイ ト

1
,
9
0
0

4
0
0

1
0
0

線 入り透 明ガ ラス (ア )6.8

付属 金物一 式

1ヶ所玄関
AD
4 5

1,100

8
5
0

引違い 窓

ア ルマ イト

70

アル ミ製

ク レセ ント

付属 金物 一式

4ヶ所AW 男女 便所～ 洗眼 コー ナー
2

男女 更衣室
AW 6ヶ所

6
0
0

1,070

2連突 き出 し窓

アルミ 製

70

アル マイ ト

付属金 物一 式

1,200

1
,
2
5
0

受付 コー ナー 1ヶ所
AW

8
3
0

1
,
5
2
0

3,450

F F

1ヶ所

線 入り 透明ガ ラス (ア )6.8

付属金 物一 式

AW
3 4 5

6
0
0

500

突 き出 し窓

1ヶ所男 子便 所
AW
6

換気 扇

突 き出し 窓

F

535

1
,
4
5
0

7
0
4
3
0

1
,
9
5
0

男 女便所 2ヶ所AW
7

5
0
0

500

AW
8

2ヶ所男 女更衣 室

換 気扇

780

1
,
8
3
0

AD
6

薬品 倉庫 1ヶ所

アル ミ製

70

付属 金物一 式

片開 き扉

アル マイト

透明ガ ラス ｔ 3

受 付コー ナー （カ ウンタ ー）

透 明ガ ラス ｔ 3

引違 い窓

アルマ イト

70

ア ルミ製

透 明ガ ラス ｔ 3

付属 金物一 式

アル ミ製

70

ア ルマイ ト

付属 金物一 式

透明ガ ラス ｔ 3

アル ミ製

70

ア ルマ イト

透 明ガ ラス ｔ 3

付属 金物一 式

ア ルマ イト

70

ア ルミ製

握り 玉・丁 番・ アル ミパネ ル (ｱ)2

2連手動シャッター

建具リスト
１１



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

7,100 3,800
2
,
3
0
0

1,700 3,700 1,700

7,100 3,800

2
,
0
0
02
,
5
0
0

2
,
0
0
0

3,700 1,800

6
0
0

1
0
0

8
1
5

7
50

1
,
5
1
5

3,700

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1,800

男子下足箱

2
,
5
0
0

2
,
00
0

3,600 3,600

　 ケレン後EP

2
,
7
50

2
,
6
0
0

3,500 3,500 3,500

天井:既存天井下地処理の上SOP

4,100

2
,
00
0

4,100

室　名

展 開 方 向

室　名

展 開 方 向

室　名

展 開 方 向

室　名

展 開 方 向

展　開　図

展　開　図

展　開　図

展　開　図

A1：1／50

A3：1／100

天井:既存LGS下地

壁:既存補修の上

DCA B

B

D

巾木:既存補修の上ケレン後EP     

木製下足箱

女子下足箱

木製下足箱

女子下足箱男子下足箱

壁:

受付カウンター（人研ぎ）

天井:　

天井廻縁:

壁:

壁:

壁:

壁:

壁:

壁:壁:
壁:

スチールドア
壁:

天井:

壁:

壁:

3,500

受付コーナー

玄関・男女下足箱コーナー

事務室

機械室

CA

A B C D

A B C D

巾木:モルタル金鏝巾木:モルタル金鏝

巾木:モルタル金鏝

巾木:モルタル金鏝

床:モルタル金鏝押えｱ30床:モルタル金鏝押えｱ30

床:モルタル金鏝押えｱ30 壁:

床:モルタル金鏝押えｱ30

天井:（ケイカル板ｔ=6） 天井:（ケイカル板ｔ=6）

（ケイカル板ｔ=6）

天井：（ケイカル板ｔ=6）

１２
展開図（１）（更衣室棟）



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

A1：1／50

A3：1／100

室　名

展 開 方 向

室　名

展 開 方 向

室　名

展 開 方 向

室　名

展 開 方 向

展　開　図

展　開　図

展　開　図

展　開　図

1
,
9
6
0

6
0
0

2
,
6
0
0

2
,
0
0
0

7,800 3,800 7,800 3,800

2
,
0
0
0

3,000 4,800 1,100 2,700

1
,7
6
0

8
0
0

1,300 3,500 1,200

6,000

1,100 2,300

3,400

2,300 1,100

3,400

7
0
0

1
,
8
6
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

6,600

1
,
9
6
0

6
0
0

2
,
0
0
0

2,700 1,100

3,800

2
,
0
0
0

4,800 3,000

7,800 3,800

7
0
0

1
,
8
6
0

1
,
7
6
0

8
0
0

2
,
0
00

1,200 3,600

4,800

1,100 2,300

3,400 4,800

2,300 1,100

3,400

2
,
6
00

OPEN

シャワー

コーナー

シャワー

コーナー

6,000

シャワー

コーナー

OPEN

　　        

　 

OPEN

OPEN

OPEN

男子更衣室

男子シャワー・便所・手洗コーナー

女子更衣室

女子シャワー・便所・手洗コーナー

巾木:モルタル金鏝

巾木:モルタル金鏝

巾木:モルタル金鏝

天井:ケイカル板t=6　 

シャワーカーテン

壁:モルタル金鏝押えｱ30

壁:モルタル金鏝押えｱ30

壁:壁:

巾木:モルタル金鏝

天井:ケイカル板t=6 天井:ケイカル板t=6 

巾木:モルタル金鏝

壁:モルタル金鏝押えｱ30 壁:モルタル金鏝押えｱ30

壁:モルタル金鏝押えｱ30

壁:モルタル金鏝押えｱ30

巾木:モルタル金鏝

天井:ケイカル板t=6　 

天井:ケイカル板t=6　 天井:ケイカル板t=6　 天井:ケイカル板t=6　 

天井:ケイカル板t=6　 天井:ケイカル板t=6　 

天井:ケイカル板t=6　 天井:ケイカル板t=6　 

天井:ケイカル板t=6　 

壁:モルタル金鏝押えｱ30

壁:モルタル金鏝押えｱ30
天井:ケイカル板t=6　 

巾木:モルタル金鏝

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

壁・巾木:100角半磁器タイル貼

壁・巾木:100角半磁器タイル貼

シャワーカーテン

OPEN

トイレブース

網入り型ガラス

ポリカパネル

網入り型ガラス

ポリカパネル
巾木:モルタル金鏝

壁:モルタル金鏝押えｱ30

１３
展開図（２）（更衣室棟）



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

正　面　図

6
0
0
.
0

600.0

4
5
.
0

胴縁断面図

5
2
.
5

4
0
5
.
0

2
3
9
.
8

1
6
5
.
2

840.0

231.6231.6 376.7

150.0

4
5
.
0

主柱断面図（   ）VA

１/２０

2000

59
0

59
0

17
70

18
20

30

3
00

250

59
0

4
0

40
7.

8

22
67

.8

20

菱形金網
φ3.2x50mm目

（　　   　　）

爪付胴縁 R付L40x40x3

主柱（VAB）端柱 L50x50x6

孔付胴縁 R付L40x40x3

爪付胴縁 R付L40x40x3

鉄線 φ4

250

4
50

45
0

43
5

15

65°

L=2610

主柱（VAB）

60

側　面　図

控柱無し

外側内側

600

4
50

400

2
20

3
0

35

65°

4
95

主柱（VAB）

L=2610

L=1650（@4.0m）

控柱（VAB）

45
0

43
5

15

60

控柱有り

内側 外側

1900
1900

１/５０

100 500 100

700

1
5
0

3
5
0

9
0
0

5
5
0

5
0

200

D10＠ 200

ノン スリ ップタ イル

3,
40

0

900

3,6003,600

7,200

D10＠ 200

2,100

6
0
0

1
,
4
1
0

掲示板(SUS)

断面図　S=1/20
500

1,000

100 100
250

角

9
0
0

平面図　S=1/50

ガラスケース

6
0
0

250 250

プール廻りフェンス

1/50

北立面図

東立面図

西立面図

南立面図

コンクリートブロック
100x190x390

アルミパネル戸

(W780×H1830)

コンクリートブロック厚100

矩計図

平面図

1,200 1,200 2,200

2
,
2
5
0

2
,
2
5
0

2
,
1
5
0

2
,
2
5
0

2
,
2
5
0

1
0
0

2
0
0
0

3
0
0

1
5
0

薬品倉庫

水訓碑解体図

フラッグポール（アルミ合金）140～85φ

140

1,250

2
,
0
0
0

1
3,
0
00

アルミキャップ

１４
A1：1／20,50
A3：1／40,100

R   L40x40x3

S=1/15

S=1/1 付（　　　　　 　　　　）S=1/1

S=1/15

外構解体図



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

A1：1／150
A3：1／300

配　　置　　図　　S＝1：150

A　断面

※着色部分････鋤取り範囲を示す

N

外構図
１５

6,350

2
,
2
5
0

　
道

路
境

界
線

3
0
,
0
0
0

GL-550

GL-200

GL-600

出入口

　出入口

　
敷

地
分

割
線

　道路境界線

　隣地境界線

　武道館

　道路

　道路

A A

既設擁壁（残置）

発電倉庫

地下重油タンク

キュｰビクル

10000L

（清掃済み）

ツツジ・サツキ密植（残置）

　
緑

地
帯

（
残

置
）

ツツジ・サツキ密植（残置）

ツツジ・サツキ密植（残置）

　緑地帯（残置）

　緑地帯（残置）

（残置）

汽缶室
ボイラー庫

油槽

密植（残置）

（2000×1000×450H）

PCフェンス H=1800

プランターBOX
（2000×1000×450H）

※着色部分････Ｒ９年度解体・撤去範囲を示す

クロガネモチ

キョウチクトウ

プランターBOX



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図 A1：1／100

A3：1／50

7

B＆G海洋センタープール解体工事

2台 6脚×21 2 3 4

5 6 8

コースロープ

ロッカー

プールクリーナーロボット 2台プールフロア（水深調節台） 6台

金属製物置5工業用大型扇風機 樹脂製連結ベンチ

診察台業務用スチールキャビネット 2台 1台

10 11 12

9 ジョイントフロア（置き敷タイプ）

プール棟　解体備品リスト（写真）

ミストタンクキット 2台13

書類棚 上下2段×2台

流し台14 1台

1台900×520×1800

1100×550

上385×620×700 下460×630×730450×1800

事務机(2)・長ﾃｰﾌﾞﾙ(2)・椅子(4)・ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

350×620×750

≒70㎡

男子・女子ロッカー（10人用） 20台

１６



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

N

　歩道

　市営駐車場

　
道
路
境
界
線

ボイラー庫

　緑地帯

　緑地帯

出入口

発電倉庫

　
敷

地
分

割
線

　道路境界線

　隣地境界線

キュｰビクル

　道路

　道路

2,000 2,000

万能鋼板　H＝2000

主柱　鋼管パイプ　＠2000

根ガラミ　鋼管パイプ

＠4000

支柱　鋼管パイプ

＠4000

▽ GL

仮囲い 立面図 断面図

▽ GL

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

配　　置　　図　　S＝1：150

仮設計画図

　出入口

A1：1／150、50
A3：1／300、100

クロスゲートW=6000 万能板H=2000

車庫

　武道館

樹木撤去後設営（道路際）

１７



アスベスト含有仕上材除去工事仕様書SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

1.　集塵装置付き超高圧水洗工法(100MPa以上)・同時吸引式

2.　1が使用できない場所は湿式集塵装置付きディスクグラインダーケレン工法・同時吸引式（ウォータークリーンSG工法）

3.　狭巾部の１・２が使用できない場合は集塵装置併用手工具ケレン工法を併用可

4.　吸引機は吸引圧力-50～-90kpa・風量20～40立方メートル/minを使用

5． 除去作業付近にて気中濃度測定を行い、10ｆ/L以下を満たさない場合は、隔離養生（壁・床・天井）を行い、飛散対策とする。

※廃水はアスベスト５０本/１L以下まで濾過し、SS600未満・PH5～9を遵守し第三者機関による水中分析測定を行い条件を満たしたことを確認後現地放流をする

※分別した塗膜はフレコンバックに集めたのちビニール袋で2重梱包し特別管理産業廃棄物として集積した後最終処理場にて処分する

※吸引時の排気ろ過はジェットスクラバろ過方式を採用し大気へ開放する

風量

－50～－90kpa

20～40ｍ３

処理作業中

測定箇所

吸引時の排気濾過

ジェットスクラバ方式採用又は同等工法

吸引装置の圧力と風量

吸引圧力/真空圧　

水処理（廃水処理内容）

アスベスト含有量　

ＰＨ

浮遊物質量（ＳＳ）

５０本/１L以下

PH5を超え9未満

６００ｍｇ/㍑未満

※強力吸引車を使用した同時吸引式工法により徹去した塗膜と廃水を外気に触れることなく密閉状態で安全に集積・分別をする

敷地境界４方向各1点　　　　　　　　合計　点

除去作業付近1点　　　　　　　　　　合計2点

敷地境界４方向各1点　　　　　　　　合計　点

プラント設置付近（最も濃度が高くなる箇所）　１点

【アスベスト含有仕上塗材除去工事】

【廃材処理】

【アスベスト粉じん濃度測定】

A1：1／300

A3：1／600

※文教施設協会が推奨する工法とする（登録番号　AS100124）特記事項

施 工 範 囲 の 確 認 ・ 除 去 塗 膜 の 状 況 確 認

作業前　粉塵濃度測定

床 の 養 生 (養 生 シ ー ト 0.15㎜ ※ 2重 )

超 高 圧 洗 浄 機 ・ 強 力 吸 引 車 ・ コ ン プ レ ッ サ ー 装 置 の 設 置 ・ 試 運 転

高 圧 ホ ー ス ・ エ ア ー ホ ー ス ・ 集 塵 ホ ー ス の セ ッ ト 及 び 試 運 転

湿 式 集 塵 装 置 付 き デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー の 準 備

集 塵 装 置 併 用 手 工 具 ケ レ ン 工 法 の 準 備

① 集 塵 装 置 付 き 超 高 圧 水 洗 (100MP a以 上 )に よ る 仕 上 塗 材 の 除 去

※ウォータークリーン工法

② （ 湿 式 ） 集 塵 装 置 付 き デ ィ ス ク グ ラ イ ン ダ ー ケ レ ン 工 法 に よ る 除 去

上 記 工 法 で 除 去 出 来 な い 箇 所 は 、

※ウォータークリーンSG工法

を満たさない場合は、

※除去作業付近にて管理値

を満たさない場合は、

隔離養生（壁・床・天井）

を行い、飛散対策とする。

※プラント付近にて管理値

飛散対策を行い、再度

上 記 工 法 で 除 去 出 来 な い 場 合 箇 所 は 、 ③ 集 塵 装 置 併 用 手 工 具 ケ レ ン 工 法

粉塵濃度測定を行い、管理値

を満たすまで行う。

（作業初日）
作業中　粉塵濃度測定

除 去 し た ア ス ベ ス ト の 処 理

真 空 状 態 の ま ま 水 と 固 形 物 を 分 離 後 フ レ コ ン バ ッ ク に 梱 包 し た 状 態 で 排 出

廃 水 の 処 理

ア ス ベ ス ト １ L/５ ０ 本 以 下 ま で ろ 過 後 現 地 放 流 （ SS600未 満 ・ PH5～ 9）

除 去 し た ア ス ベ ス ト の 搬 出

床 部 養 生 シ ー ト の 撤 去

廃 石 綿 ・ 養 生 シ ー ト 等 の 廃 棄 物 の 搬 出

作業後　粉塵濃度測定

【アスベスト含有仕上塗材除去工事フロー図】

※管理値等　大気汚染防止法　10ｆ/L以下

アスベスト含有材等の運搬車及び運搬容器は、アスベスト含有材等が飛散及び流出するおそれのないものとする。

また、運搬車の荷台に覆いをかけるなど飛散防止措置をこうずる。

除去したアスベスト含有材の処分は特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋め立て処分する

除去したアスベスト含有材等を搬出するまでの間現場に保管する場合は、一定の保管場所を定め、他の建設副産物等と分別

して保管するものとし、シートで覆うなど飛散防止措置を講じる。また、保管場所にはアスベスト等の保管場所であること

を提示する。

・石綿則に定める「石綿作業主任者（特定化学物質作業主任者の中から選任）」が作業管理者となり、

　その作業管理者の指示に従って作業する。

　又、作業者は就業時に石綿則第27条に基づく特別の教育を受けた者とする。

・使用器具・機械類等は、アスベスト含有成形板の除去に必要な工具・機器類等であること。

　（防塵マスク・エアレス噴霧器・ＨＥＰＡフィルター付真空掃除機等）

4. 集積・運搬・処分

3. 安全衛生管理

・アスベスト含有成形板・仕上塗材の処理工事は、アスベストの解体等の作業にかかる石綿則を遵守すること。

・高所からの移動は、揚重機等を使用して、アスベスト含有成形板・含有塗材を高所から投下しないこと。

・除去したアスベスト含有の集積及び積込みは、廃棄物の積替え移動回数を最小限になるよう計画すること。

・アスベスト含有の運搬にあたっては、運搬車両の荷台全体をシート等で完全に覆い、飛散防止に努めること。

・マニフェスト票の備考欄に「アスベスト含有」であることを明示し、適正に処分すること。

アスベスト含有成形板・仕上げ塗材の対象物及び処理方法について（レベル3）

2. 処理方法

・処理にあたっては、養生シート等で区画養生し、飛散防止を図ること。

・他の解体工事に先立ち、除去対象となる部材を湿潤化した後「手ばらし」により、破壊や粉砕しないように処理すること。

・撤去したアスベスト含有成形板・仕上塗材は、湿潤化の上、厚さ0.15mm以上のプラスチック袋詰め及び養生シートによる梱包等で

　飛散防止をする。（仕上塗材の場合は2重梱包）

・ケイ酸カルシウム板一種及び、電動工具による撤去については作業場をビニールシート等で隅離養生し、常時湿潤な状態に

　保たなければならない。

・未調査（以下の既存仕上材について石綿含有の分析調査を行い、監督員に結果を報告すること。

　　　　　石綿が含有されている場合は、施工範囲や工法等について監督員と協議すること。）

　調査箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　か所　）

　　　　　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1. 既存内・外装材・仕上塗材における石綿含有の有無

※  関係法令：改正石綿障害予防規則（石綿則）・大気汚染防止法

ろ過装置
超高圧
ポンプ車

吸引車

15ｍ

7～10ｍ

6ｍ
3

【同時吸引式プラント設置図（平面図）】

※機材設置場所から除去面の最長距離は100ｍ程度。

※機材設置位置は縦に１列縦列も可能。

【除去したアスベスト等の保管、運搬、処分等】

産
業
廃
棄
物

仮
置
き
場

特
別
管
理
型

6ｍ3

ノッチタンク

処理作業後

処理作業前

測定時期

仕上建材共通

＜

施

工

後

＜

＜

本

施

工

＜

施

工

前

＜

＜＜

B＆G海洋センタープール解体工事
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石綿の有無採取部位・仕上

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

①

⑩

⑪

⑫

№

更衣室棟

プール棟

棟 名 採取場所

プールサイド排水溝廻り

プール鉄骨

プールサイド床

洗眼コーナー　壁

機械室

機械室　壁

事務室　壁

男子更衣室　壁

事務室　床

玄関　床

外 壁

錆止め塗装

塗床材

塗 装

パッキン

塗 装

吹付タイル下地材

ＥＰ塗装

塗床材

長尺シート

ＡＬＣ（塗材）

欠番

プールコート材

アスベスト分析結果

無

無

無

無

無

無

無

無

アスベストスクリーニング位置図

無

クリソタイル

クリソタイル

ボイラー

発電倉庫

SS

UP

女子便所

男子便所

男子洗眼コーナー

事務室

女子洗眼コーナー

受付

玄関

機械室

ステンレスプール

ステンレスプール

薬品庫

キュービクル

女子更衣室

男子更衣室

⑨壁EP塗装
⑨壁EP塗装

⑫ALC壁塗材

⑫ALC壁塗材

⑫ALC壁塗材

④壁塗装

③塗床

ｽﾃﾝﾚｽｺｰﾄ材

③塗床 ②鉄骨錆止め

④壁塗装

⑦壁塗装

⑤ﾊﾟｯｷﾝ ⑩塗床

⑧壁吹付下地

③塗床

③塗床

⑪床シート

①

SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

A3：1／200

A1：1／100 （登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

アスベスト分析結果
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SHIMOMAI
SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

A3：1／200

A1：1／100 基礎伏図（プール棟）
０１

S

基　礎　伏　図　　S＝1：100



SHIMOMAI
SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

基礎詳細図(プール棟）
０２

S



SHIMOMAI
SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事
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小屋伏図（プール棟）

C1

G1

C2

母屋

胴縁

G2 100φ×3.2

H-300×150×6.5×9

□-100×100×3.2

H-300×150×6.5×9

C-100×50×20×2.3@600

-60×30×2.3
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（亜鉛メッキ）

開口部 -60×60×2.3 （亜鉛メッキ）

０３

S

小　屋　伏　図　　S＝1：200

A1：1／100
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SEKKEI

下 舞 設 計
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担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

C1

G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1

C1
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A3：1／200
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軸　組　図　2　　S＝1：200

軸組図（プール棟）
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C1

G1

C2

母屋

胴縁

G2 100φ×3.2

H-300×150×6.5×9

□-100×100×3.2

H-300×150×6.5×9

C-100×50×20×2.3@600

-60×30×2.3

G3 □-100×100×3.2

（亜鉛メッキ）

開口部 -60×60×2.3 （亜鉛メッキ）

12通り軸組図　　S＝1：200

1通り軸組図　　S＝1：200A 通 り 軸 組 図　　S＝1：200

B 通 り 軸 組 図　　S＝1：200

A1:1/200

A3:1/400
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担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

アンカー伏図（プール棟）
０５

S

アンカー伏図　　S＝1：100

A3：1／200
A1：1／100
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担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

軸組図（更衣室棟）

S

０６

A3：1／200
A1：1／100
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下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図
鉄骨詳細図（更衣室棟）A1：1／30

A3：1／60

B＆G海洋センタープール解体工事
０７

S



SHIMOMAI
SEKKEI
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承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図
基礎・地中梁リスト（更衣室棟）A1：1／30

A3：1／60

B＆G海洋センタープール解体工事
０８
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下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

A3：1／200
A1：1／100 杭・基礎・梁伏図（更衣室棟）

０９
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下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A E M

製図

B＆G海洋センター艇庫解体実施設計

鉄骨部材リスト・スラブリスト（更衣室棟）A1：1／30
A3：1／60

１０
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SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

A1：1／200

A3：1／400 (プール)屋外配置図

 1,092.53 ㎡（330.49坪）

 1,092.53 ㎡（330.49坪）

床面積

建築面積

都市計画区域内　指定なし

公薄　　　3634.85 ㎡　　　1099.54　 坪

・鉄骨造平屋建て

用途地域

敷地面積

最高の高さ　　　　5.479　ｍ

3.構造・規模

1.工事概要

水訓碑

450 90
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SS
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至霜出

グラハン

JA南さつま本所

N

ファミリーマート

至知覧まち

(有)知覧石油

さくら館

さくら館

特攻平和公園

知覧市民会館 ミュージアム知覧

特攻平和公園

体育館

野球場

弓道場

駐車場

武道館

サッカー場

知覧保健センター

新町公民館

南九州市給食センター

案　内　図

N

　武道館

2.敷地状況

室 名 床 巾木 壁 天井 廻縁 ＣＨ 備考

外部仕上表

内部仕上表

玄 関

受付コーナー

事務室

機械室

男子更衣室

男子シャワーコーナー

男子便所

男子下足箱コーナー

女子更衣室

女子シャワーコーナー

男子便所

手洗いコーナー

女子便所
手洗いコーナー

洗眼コーナー
洗眼コーナー

男子
下足箱
ｺｰﾅｰ ｺｰﾅｰ

下足箱
女子

事務室

受付コーナー

発 電倉 庫

キ ュ ｰビ クル

　 ステ ン レス 製プ ール

薬 品倉 庫

屋 根

外 壁

軒 裏

巾 木

樋

消毒階段　床・腰

軒樋：カラー鉄板 ｱ0.8加工

縦樋：カラー鉄板 硬質塩ビパイプ100φ VP

更衣室棟：折板 S-60 ｱ0.8（着色亜鉛鉄板）　ポリエチレンフォーム ｱ5　裏打 笠木：アルミ既製品　幅150

プール棟：FRP小波スレートタイプ　　　一部補修ヶ所：ポリカーボネート小波板t=1.0

仕 上

プール棟：FRP小波スレートタイプ　　コーナー：ガルバリウム鋼板t=0.4

プール棟：FRP波板表し

更衣室棟：折板表し　SOP吹付

更衣室棟：外部ALC ｱ100 防水タイプ　弾性アクリルリシン吹付

更衣室棟：コンクリート打ち放し　H=300

プール棟：コンクリート打ち放し

渡り廊下：防水モルタル金鏝押え　　ノンスリップ磁器タイル　W60

一部防滑性シート貼

モルタル金鏝押え

モルタル金鏝押え

防塵シート塗装

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

モルタル金コテ

モルタル金コテ　ｱ30　VP

LGS部分：

ALC部分：

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

LGS部分：

ALC部分：

モルタル金コテ　ｱ30　VP

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP
LGS部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

LGS下地

既存天井材(?)　目透しOP

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

2300

2500

2500

2750

2600

2600

2600

2300

2600

2600

トイレブース撤去

女子下足箱コーナー

渡り廊下・足洗い場

プールサイド

プール内

同上

ステンレス？

コンクリート平板ブロック
300×300×30

同上

同上

同上

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

ALC部分：

CB部分：モルタル金コテ　VP

FRP　小波タイプ張り
柱脚：ﾓﾙﾀﾙ立上り(R付)の上

ウレタン樹脂塗装

同上

FRP　小波タイプ

FRP　小波タイプ

塩ビ

女子便所

モルタル金鏝押え　ｱ30

モルタル金鏝押え　ｱ30 同上 CB部分：モルタル金コテ　VP 2600

2300

塩ビ同上
トイレブース撤去

木製下足箱撤去

木製下足箱撤去

コースロープ

　
道
路

境
界
線

　緑地帯

　隣地境界線

配　置　図　　S＝1：200

主要用途

工事名称
B&G海洋センタープール解体工事

屋内プール

女子更衣室

排

排 排

排 排
排

排

汚

汚

照明器具I：外灯（撤去）

消

水 プルボックス（外灯電源用）

量水器ボックス撤去
配管はプラグ止め

既存舗装面カット跡

名　称

設備 凡例表

記　号 今回の作業

撤　去消防隊専用採水口

ハンドホール 既存のまま

汚水桝 蓋撤去

排水枡 蓋撤去

注１）電気ハンドホールは施設全体の電気配管用で使用しているため、既存のままとする。

注２）地中埋設配管は既存のままとする。（外構鋤取りH約200程度のため）

注３）図示以外でも、現場において当然撤去が必要と思われる機器等については、監督職員と協議の上適切に処置を行うこと。

排

汚

消

ボ イラ ー

　出入口

　道路

　ス テン レ ス製 プー ル

　
出
入
口

０１

工事場所　
鹿児島県南九州市知覧町郡地内

工事場所 南九州市知覧町郡地内



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

(プール)幹線・動力設備平面図
A1：1／100

A3：1／200

発電倉庫

ボイラー

キュｰビクル

平　面　図　　S＝1：100

男子更衣室
女子更衣室

受付コーナー

機械室

水訓碑

1,370

4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150

1,370
2,000 500

500 2,000

4,500

男子

450 90

1,600

50
0

2,
00

0

29
,6
50

2,
00

0
50

0
1,

70
0

4,
20

0
18

,2
50

3,
40
0

2,
70

0

4,
70

0
6,
10

0

A

B

Y0

Y1

23
0

23
0

3,700
170 170

3,700

45,990

18
,7

10
4,

47
0

下部ピット

女子便所

手洗ｺｰﾅｰ

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ドア無し

事務室

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

洗眼ｺｰﾅｰ

下足箱
女子

下足箱

既存土間コン

玄関

S.S S.S

足洗い場 足洗い場

1
,
1
7
0

1,
2
0
0

1
,1

0
0

2,
7
0
0

3
,
8
0
0

2
,
3
7
03,

4
7
0

2,
7
0
0

2
,
5
0
0

2,
5
0
0

2
,5

0
0

3,
2
5
0

2
,
5
0
0

2,
5
0
0

2
,5

0
0

洗眼ｺｰﾅｰ

4,500

1
,
35

0 S.S

UP

男子便所

手洗ｺｰﾅｰ

13
,0

00

25,000

21,000

6,000

1,800 3,500 3,600 1,800 4,8006,000

10
,0
00

2,
75
0

2,
50

0

25,000

2,
75
0

13
,0

00

Ｓ

ＷＨ－Ｓ

既存キュービクル
・プール用開閉器を「ＯＦＦ」とする
・同上の名称を「予備」とする
（電灯負荷、動力負荷）

Ａ

電灯分電盤

動力操作盤

ＢＣ

Ｄ

Ｅ

PBOX
150×150×100

Ｔ
Ｈ

ＴＨ

ＴＨ ＴＨ

ＴＨ

自動制御盤１

自動制御盤２

Ｔ
Ｈ

Ｆ

換気制御盤

端子盤

HUB盤

空調用熱源
操作監視盤

液面指示計

ａ

ｂ

ｄ

ＣＶＶ２°－２Ｃ（ＶＥ１６）

ＣＶＶ２°－２Ｃ（ＶＥ１６）
ＣＶＶ２°－５Ｃ（ＶＥ２２）

ＣＶＶ２°－２Ｃ（ＶＥ１６）
ＣＶＶ２°－５Ｃ（ＶＥ２２）

ＣＶＶ２°－２Ｃ（ＶＥ１６）
ＣＶＶ２°－５Ｃ（ＶＥ２２）

ＣＶＶ２°－２Ｃ（ＶＥ１６）
ＣＶＶ２°－５Ｃ（ＶＥ２２）

ＣＶＶ２°－２Ｃ（ＶＥ１６）
ＣＶＶ２°－５Ｃ（ＶＥ２２）

ＣＶＶ２°－２Ｃ（ＶＥ１６）
ＣＶＶ２°－５Ｃ（ＶＥ２２）

残置とする

Ｍ

Ａ H
UB

Ｂ

ブレーカー

配　　線

配線・配管リスト－１

番　号 今回の作業

A

配　　管

ケーブルのみ撤去ＣＶ１４°－３Ｃ

C

Ｇ４２

ＩＶ１４°×３ ３１E

ＣＶ１４°－３Ｃ Ｇ４２ ケーブルのみ撤去

ＩＶ１４°×３ ３１ 電線のみ撤去B

ＩＶ５．５°×２ 撤　去ＶＥ１６

ＩＶ５．５°×２ － 撤　去D

電線のみ撤去

F ＣＶＶ２°－４Ｃ×２ ＶＥ２８ ケーブルのみ撤去

盤リスト

記　号 今回の作業

W550×H900×D150

W500×H900×D200 撤　去

撤　去電灯分電盤

自動制御盤１

名　称

凡　例（幹線・動力設備）

記　号 仕　様 今回の作業

撤　去

撤　去

動力制御盤

押ボタンスイッチ

リスト参照

サーモスイッチ 撤　去

撤　去プルボックス

電灯分電盤 撤　去リスト参照

ＴＨ

明記なきは２００×２００×２００

注１）建屋解体において、事前に電気設備機器の撤去を行う。配管配線は建屋と一緒に解体（建築工事）とする。

注２）図示した配管配線の撤去は、残置機器との取り合い、地中埋設物の取り合いがあるため、電気設備解体工事の範疇とする。

注３）図示以外でも、現場において当然撤去が必要と思われる機器等については、監督職員と協議の上適切に処置を行うこと。

自動制御盤２ W600×H900×D200

ＷＨ－Ｓ W500×H850×D200

撤　去

撤　去

参考寸法

動力操作盤 W650×H950×D200 撤　去

換気制御盤 W500×H400×D200 撤　去

端子盤 W300×H450×D120 撤　去

記　号 今回の作業

W340×H260×D70

W170×H250×D100 撤　去

撤　去空調用熱源
操作監視盤

液面指示計

HUB盤 W650×H650×D300 (備品)撤去

参考寸法

配　　線

配線・配管リスト－２

番　号 今回の作業

a

配　　管

ＣＶＶ２°－３Ｃ
ＶＥ３６

ＣＶＶ２°－２Ｃ×２

撤　去

撤　去

ＣＶＶ２°－５Ｃ

ＣＶＶ２°－２Ｃ×２
ＶＥ３６

撤　去

撤　去

ＣＶＶ２°－５Ｃ×２

ＣＶＶ２°－２Ｃ×２
ＶＥ３６

撤　去

撤　去

ＣＶＶ２°－５Ｃ

ＣＶＶ２°－２Ｃ
ＶＥ３６

撤　去

撤　去

ＣＶＶ２°－２Ｃ×２ ＶＥ２２ 撤　去

ＣＶＶ２°－５Ｃ×２

ＣＶＶ２°－２Ｃ
ＶＥ３６

撤　去

撤　去

ＣＶＶ２°－５Ｃ

ＣＶＶ２°－２Ｃ×２
ＶＥ３６

撤　去

撤　去

ＣＶＶ２°－５Ｃ×２
ＶＥ３６

撤　去

撤　去

ＣＶＶ２°－２Ｃ×２

b

ＣＶＶ２°－５Ｃ×２

ＣＶＶ２°－２Ｃ
ＶＥ３６

撤　去

撤　去

d
ＣＶＶ２°－５Ｃ

ＣＶＶ２°－２Ｃ×２
ＶＥ３６

撤　去

撤　去

薬
品
倉
庫

　幼児プール

（ステンレス製６m×10ｍ）

　ステンレス製プール

０２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

：範囲内設備機器はＲ９年度解体撤去とする。

燃料タンク



SHIMOMAI

SEKKEI

下 舞 設 計
承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人

区分

NO.

JOB NO.

A B E M

製図

B＆G海洋センタープール解体工事

(プール)電灯・コンセント設備平面図
A1：1／100

A3：1／200

7,325

平　面　図　　S＝1：100

男子更衣室

水訓碑

1,370

4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150 4,150

1,370
2,000 500

500 2,000

4,500

男子

450 90
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1,700 3,700 1,700

7,800 7,100 6,600

21,500

23
0

23
0

3,700
170 170

3,700

45,990

18
,7

10
4,

47
0

下部ピット

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ドア無し

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

下足箱 下足箱

既存土間コン

S.S S.S

1
,
1
7
0

1,
2
0
0

1
,1

0
0

2,
7
0
0

3
,
8
0
0

2
,
3
7
03,

4
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7
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2
,
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5
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0

2
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0
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2
,
5
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5
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0

2
,5

0
0

170

4,800 3,000 3,000 3,600

4,500

1
,
35

0 S.S

UP

男子便所

手洗ｺｰﾅｰ

　幼児プール

（ステンレス製６m×10ｍ）

　ステンレス製プール
13
,0

00

25,000

21,000

6,000

1,800 3,500 3,600 1,800 4,8006,000

10
,0
00

2,
75
0

2,
50

0

25,000

2,
75
0

13
,0

004

ET

WP WP Ｔ

WPWPWPWPWPWPWPWPWP WP

WPWPWPWPWPWPWPWPWP WP

Ｄ Ｄ A1 A1 Ｄ Ｄ

A1

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｆ

Ｅ
SW SW

SWSW SW SW

外部投光器用

SW SW

Ａ

Ａ

Ａ

A1

１

５

２ ２ ３ ３ ２２３３４

Ｅ

ＣＣ

Ｈ

SW

Ｚポール（ＺＣ７．０）
ＮＴＴ柱(撤去別途工事）
（西幹L5L8)

名　称

凡　例（電灯・コンセント設備）

記　号 仕　様 今回の作業

撤　去

撤　去

スイッチ

誘導灯

コンセント 撤　去

撤　去コンセント

電灯分電盤 撤　去リスト参照

接地付

注１）建屋解体において、事前に電気設備機器の撤去を行う。配管配線は建屋と一緒に解体（建築工事）とする。

注２）

図示以外でも、現場において当然撤去が必要と思われる機器等については、監督職員と協議の上適切に処置を行うこと。

名　称

照明器具リスト

記　号 管　球 今回の作業

直付型

直付型（ＷＰ）

ＦＬ４０Ｗ－２

ＨＦ３２Ｗ－２

撤　去

直付型反射笠付

ウォールライト

ＦＬ４０Ｗ－２

ＦＬ２０Ｗ－１

撤　去

撤　去

撤　去

撤　去ウォールライト ＦＬ４０Ｗ－１

撤　去外灯 ＩＬ１００Ｗ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ａ

Ｆ

Ｈ

Ｂ 直付型（ＷＰ） ＦＬ４０Ｗ－１ 撤　去

コンセント 防水型 撤　去

プルボックス 明記なきは２００×２００×２００ 撤　去

ET

WP

カバープレート

撤　去

サーモスイッチ 撤　去Ｔ

コンセント 引掛型

スピーカー

撤　去

撤　去

撤　去

撤　去

撤　去

撤　去

撤　去

SW 各種スイッチ ファンコイルユニット用

A1 直付型 ＬＥＤ 撤　去

配　　線

配線・配管リスト

番　号 今回の作業

1

配　　管

ＣＶ３．５°－３Ｃ ＰＥ２８

ＩＶ２．０×７3

ＣＶ３．５°－３Ｃ ＰＥ２８

ＣＶ３．５°－３Ｃ

ＣＶＶ２°－２Ｃ

ＩＶ２．０×４ 撤　去2

4 ＩＶ２．０×８

ＰＥ２８

5 ＩＶ２．０×１０

ＰＥ２８

ＰＥ２８ 撤　去

ＰＥ２８ 撤　去

ＰＥ２８ 撤　去

ＩＶ２．０×３ ＰＥ２８ 撤　去

図示した配管配線の撤去は、プール建材を撤去する前に撤去が必要と思われる(PE管)ため、電気設備解体工事の範疇とする。

注３）

撤　去

撤　去

撤　去

撤　去

シーリングライト ＩＬ４０Ｗ 撤　去
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衛生配管×8本
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承認

担当責任者 縮尺

作成年月日 工事名称

図面名称
鹿児島市金生町４番４号 TEL 099-222-4114

（登録番号　第２６２８１８号）

株式会社 一級建築士　日髙　雅人
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【撤去】
機械室内機器及び配管
・プール循環器(Φ1800 H1800)
・給湯器50号(105KW)×2台
・ポンプ類
・他付属機器、配管類
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給水(SUS保温Φ100）

給湯(SUS保温Φ100)

－
－

排気管Φ200

※給湯器

※給湯器

プール
循環器

給気ダクトＷ６５０Ｄ４００
屋根より給気

Φ２００屋根へ（煙突）×２本

給気グリル
W800H500

眼洗い水栓
プラグ止め３ケ所

眼洗い水栓
プラグ止め３ケ所

ガス庫内配管撤去

－ －
－ －
－ －

衛生配管×4本
衛生配管
×4本

－
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和風便器

3小便器
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撤去器具リスト

洗面器

シャワー水栓

壁扇(30cm)

シャワーセット

水栓

壁扇(100cm) 2

備　考

ウェザーカバー共

ウェザーカバー共

部屋名称

名　称

機械設備 凡例表

記　号 今回の作業

撤　去壁扇(30cm)

水栓 撤　去

女
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女
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ナー
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6眼洗い水栓

プー

ル

1

水栓共

FV

水栓共

2

ファンコイルユニット

男
子
更
衣
室

女
子
更
衣
室

1

1

1

1

1 1

6

6

2 6 10

6

シャワー水栓 撤　去

シャワーセット 撤　去

ファンコイルユニット　W1400D550H250 撤　去

注１）建屋解体において、事前に機械設備機器の撤去を行う。配管は建屋と一緒に解体（建築工事）とする。

注２）図示した配管の撤去は、残置機器との取り合い、地中埋設物の取り合いがあるため機械設備解体工事の範疇とする。

注３）図示以外でも、現場において当然撤去が必要と思われる機器等については、監督職員と協議の上適切に処置を行うこと。

HS

HR

ファンコイル用配管　ＳＧＰ５０Ａ(往)　※ＳＵＳラッキング 撤　去

ファンコイル用配管　ＳＧＰ５０Ａ(復)　※ＳＵＳラッキング 撤　去

化粧鏡 3 2 5

プラグ止め（撤去なし）

Ｍ

量水器ボックス

壁扇(100cm) 撤　去
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　幼児プール

（ステンレス製６m×10ｍ）

　ステンレス製プール

A

B

Y0

Y1

X1 X2 X3

(プール)機械設備平面図
０１

燃料タンク

：範囲内設備機器はＲ９年度解体撤去とする。


